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研究成果の概要（和文）：社会人学生が多く在籍するオンライン大学での学生の学習履歴と学習意欲に関する調
査を行った。初年次は授業期間前半に少しずつドロップアウトが増加するが、後半は学習が継続した。また、上
級年次になると、初回の授業を受講完了できれば最後まで進める学生が多かった。
学習動機の調査からは、自己向上志向の学生が多く、友人との交流を志向する学生が最も少なかった。また、外
発的動機づけよりも、内発的動機づけが大きい学生が多かった。教員からの激励メッセージよりは、質問に対す
る教員からの回答の方が、学習意欲につながっていることが示され、LMSのダッシュボードの進捗表示が学習意
欲喚起に貢献していることが判明した。

研究成果の概要（英文）：A study was conducted on the learning history and motivation of students at 
an online university, where most students have full time jobs. In the first year, dropout increased 
slightly in the first half of the class period, but students continued to learn in the second half. 
In the advanced year, many students were able to proceed to the end of the course if they were able 
to complete the first class.
A survey of learning motivation revealed that most students were oriented toward self-improvement, 
and those oriented toward interaction with friends were the least. In addition, more students had 
greater intrinsic motivation than extrinsic motivation. It was shown that students were more 
motivated to learn by faculty members' answers to their questions than by encouraging messages from 
faculty members, indicating that the LMS dashboard progress display contributed to stimulating 
learning motivation.

研究分野： 教育工学

キーワード： 学習意欲　オンライン大学　学習履歴　学習スタイル　メンタリング
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
オンライン大学においては、通学不要で非同期で学べるため、多くの社会人が学んでいる。社会人の特性として
目的意識が高く、友達作りよりも、自分向上のため学んでいる学生が多く、内発的動機づけも高い。しかし、オ
ンライン大学で学位を取得するためには、高い自律性を必要とするため、通学制大学よりもドロップアウトが多
い。本研究では、オンライン大学で学ぶ学生の学習履歴とアンケート調査の分析により、授業期間の前半に学び
方を身に付けることが重要であり、適切なタイミングでの教職員からのコミュニケーションにより、学習意欲が
喚起される可能性があることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)  ｅラーニングにおいては、最後まで終了できず、途中で挫折する学習者が多く、学習意欲
の観点からの課題が指摘されている。また、高等教育においても、様々な利用形態で、ｅラーニ
ングが利用されており、通学制の大学においては、特にブレンディッドラーニングあるいは反転
授業的な位置づけで、アクティブラーニングの授業としてｅラーニングを取り入れている場合
が多い。また、インターネットを活用したオンライン大学も世界的には広まりつつある。 
 
(2) 学習履歴の分析と活用に関しては、退学予兆者の把握などが行われているが、他の領域へ
の応用は端緒についたばかりで、学習履歴と、学習への集中度に由来する学習意欲とを関連付け
る研究はあまり行われていない。また、MOOC 等の大規模オンライン学習環境における、学習意
欲の研究はいくつか行われているが、対面授業がほとんどないインターネット大学のフルタイ
ムの学生に対しての学習履歴と学習意欲に関する研究はほとんど行われていない。 
 
(3) 筆者は ICT を教育環境に活かすために、学習者や教授者にどのような支援が必要かを初等・
中等教育から、高等教育、企業内教育まで、幅広く研究と実践・システム開発を行ってきた。ま
た、大学院博士後期課程においては、フロー理論に着目した、学習教材改善のための手軽に利用
できるチェックリストを開発し、評価実験により有効性を実証した。本研究では、教授者向けの
チェックリストを学習者向けに改良することで、学生が活用できるガイドラインを開発したい。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、インターネット大学において、学習者の学習意欲を継続させるための個
人個人の要件を、学習者の状態の認識や学習履歴の分析結果の振り返りから明確にし、学習意欲
が継続することを実証することである。インターネット大学で学ぶ学生の学習意欲や学習動機
の実態について調査し、学習意欲のマネジメントができる学生を育成するために、必要な学習支
援を明らかにすることが目的である。 
 
(2) フロー理論に基づき作成したチェックリストを教材の再設計時に教授者が活用することで、
学習教材・学習環境を改善できることを実証したが、このチェックリストを応用して個々の学習
者が自分のフロー状態を認識し、自分の学習過程・学習環境を振り返りながら、自らの学習過程・
学習環境の改善、パフォーマンスの向上に役立てることを実証することを目指す。なお、活用す
るチェックリストについては、学習者に適用する際にはアンケート等を活用し形成的評価を行
いながら随時改善していくこととする。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 学生の授業受講の学習履歴及び Web 調査により、学生の学習スタイル、学習意欲、集中度
（フロー状態）と学習到達度の相関及び、集中を妨げる要因等について明らかにする。 
 
(2) 当初は、眼鏡型計測装置及び腕時計型活動量計を装着して学生の学習時の計測データ及び、
学習者の映像教材の視聴履歴、小テストの結果等の学習履歴・学習成果を蓄積・分析する予定で
あったが、新型コロナの影響で、実際に学生を実験室に集めての対面の実験の実施が難しくなっ
たため、スマホ等でどのような情報を提示すると、学習意欲が増すか等の Web 調査に変更した。 
 
 
４．研究成果 
(1) インターネット大学における学生の受講率の推移 
 全 8回（1単位）の初年次の必修科目
における 2018 年度から 2021 年度まで
の 1 学期に実施した授業の各授業回の
受講率は図 1 の通りであった。第 1 回
の最初の 15 分の映像授業を視聴した
学生の母数を 100％として表示してい
る。最終試験の受講率は 2021 年度が最
も高い結果となった。2021 年度の第 6
回と第 7 回の受講率が落ち込んでいる
のは、ゴールデンウィーク中にシステ
ムダウンがあり、その影響のためであ
った。全般的な傾向としては、2019 年 図 1 各回の受講率の推移 



度の結果と比較すると、2021 年度は受講率が改善していて、未履修者（ドロップアウト）が少
なくなっていることがわかる。 

 
 
(2) インターネット大学における学生の週毎の履修率の推移と教職員のメンタリング 
 2020 年度と 2021 年度における、初年次必
修科目の 1学期における週毎の進捗状況と教
職員によるメンタリングアクションを示した
のが図 2 である。全学習期間 8週間において
全 8回の授業を平均的に学習するとなると、
各週 12.5%の進捗率に相当する（図 2 内の赤
線）。図 2から、第 1週が最も学習率が高く、
第 2週で一度落ち込むが、第 3週・第 4 週（こ
こがゴールデンウィークに相当する）で持ち
直していることがわかる。教職員のメンタリ
ングについては、第 3週目に入ったときに、
アカデミックアドバイザーとなっている教員
から遅延している学生に激励のメッセージを送ることにより、学生はゴールデンウィーク後半
に授業の進捗を持ち直している可能性が示された。（①, ②, ③） 
 
(3) 学生の履修パターンと成績の関係 
 図 3は、2021 年度 1学期の初年次必修科目の
授業における、各学生の授業受講開始時期と最
終成績の関係をプロットした図である。単位を
修得した学生は、ほぼ第 1 週から第 3 週の間に
受講を開始していることがわかる。また、第 1
週に受講を開始している学生の単位修得率が最
も高いことが判明した。 
 特に第 1 週の初日に第１回の学習を終えた学
生の単位修得率が最も高く 90%で、学生全体の
21％を占めた。また、次に高いのは、第 1週の
2 日目以降で、83％、学生比率は 40%と続く。
つまり、全学生の 61%は第 1週の間に初回の学習を終えていることになる。また、第 4週以降に
学習を始めてもまだまだ挽回は可能であるが、単位修得率は 38％と一番低くなった。この期間
に授業の履修を開始した学生は、全体の 4％であった。（③） 
 
(4) 学生の学習意欲の分析 
 Web による学生の学習意欲・学習動機の調査においては、インターネット大学においては友人
を志向する学生は、通学制の大学よりも比率が小さく、内発的動機づけが高い学生の比率は、通
学制の大学よりも大きいことが判明した。（①, ③） 
 
(5) ハイパフォーマー学生の学習方法の分析 
 成績優秀学生へのアンケート調査の自由記述か
ら、学生がどのような観点にフォーカスして学習を
進めてきたかの分析を行った。KH Coder を利用し
て自由記述に対して共起ネットワーク分析を行っ
た結果が図 4である。計画をきっちりたてて、時間
管理を行っていること、SNS 等で交流しながら学習
を進めていること、プログラミングの学習が重要で
あること、どの科目を履修するかをどう考えるかが
重要であること、などが浮かび上がっている。（①） 
 
 
 
 
 
(6) 提示される情報と学習意欲の関係の分析 
 生体情報の計測のデバイス（眼鏡型、ヘッドバンド型、腕時計型）に関しては、基本的なデー
タ（脳波、集中度、脈拍等）が計測・収集できることは確認した。しかしながら、新型コロナの
ため、接触型のデバイスによる学生実験を断念し、接触型の生体情報ではなく、学習履歴等の情
報をスマホに提示することにより学生の学習意欲を刺激することができるのかの検討と学生の
受容性の調査を行った。スマートフォンによる学生のフロー状態の表示については、学習後に振
り返る際にはある程度有効であるが、実際の学習中は、逆に、スマホ上の表示が気になり、集中

図 2 週毎の進捗状況とメンタリング 

図 3 授業の受講開始時期と成績の関係 

図 4 自由記述の共起ネットワーク 



をそがれる可能性を指摘するという学生のコメントを得た。スマホアプリに表示する情報はリ
アルタイムの学生の状態を表示するよりは、進捗状況の俯瞰図等、マクロな情報で、学生が自分
の学習方法や学習進捗等を振り返る際に役立てたいという声が多かった。LMS 上に表示される、
学習履歴の表示は学習意欲の喚起に貢献している可能性があり、学習進捗度と共に、フロー度
（どれぐらいその科目に集中できていたか）を指標として後から参照できるようにすることは、
学習者による学習法の改善や学習意欲のマネジメントに資する可能性があることが示された。 
また、教員からの激励メッセージも学習意欲の向上に役立ってはいるが、授業内で質問したこ

とに対する教員からの回答の方が学習意欲に貢献していることがわかった。（①, ③） 
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